
発生生態 
ブドウの果実や新梢、葉、巻きひげなど緑色の部分に病
斑を作ります。果実に発生すると、特徴的な黒い鳥の目
状の病斑ができます。 
 

防除対策 
４月下旬から５月上旬が感染時期であり、この時期に農
薬で防除を行います。また、降雨により感染が広がるため、
雨よけによって被害が軽減できます。 

一般的に欧州系品種は被害を受けやすいので注意が必
要です。 

黒痘病（Anthracnose） 
Elsinoë ampelina 

ブドウの病害虫 

ブドウ果実に発生した黒痘病 ブドウ新梢に発生した黒痘病 
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